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別紙 研究実績報告（2005-A-25） 

 

反射法地震探査による曽根丘陵断層帯の地下構造の研究 

 

はじめに： 曽根丘陵断層帯は甲府盆地の南縁に位置し、伊豆衝突帯の北縁をなしている。この

断層帯は長さ 22 km、ENE-WSW の走向を持つ逆断層であり、平均垂直変位速度は 0.1 ‒  0.5 m/1000

年と見積もられている（澤、1981; 今泉ほか、1998; 活断層研究会、1991; 中田・今泉編、2002）。

この断層帯の地下構造を明らかにすることは、伊豆衝突帯の断層システムを明らかにする上でも

重要であり、断層を横切る 2測線において浅層反射法地震探査を行った。  

反射法地震探査： 測線 A は中央市（旧豊富村）高部から甲府市（旧中道町）下向山をとおり、

中央市（旧豊富村）右左口に至る約 2.8 km の区間である（図 2）。この測線は断層崖や複数の断

層トレースを横切るように設定した。測線Ｂは甲府市（旧中道町）上曽根から笛吹市寺尾に至る

間門川沿いの 0.8 km の区間である（図 2）。この探査測線は深部構造探査との対応関係を明らか

にするために設定した。データ収録および震源は東京大学地震研究所の反射法地震探査システム

を用いた。本探査では 284 チャネル（右左口測線）、80 チャネル（間門測線）を使用し、受振点

は固定した。受振点間隔及び発震点間隔は共に10 mである。発震の垂直重合は標準10回とした。

受振器は固有周波数 10 Hz のものを使用し、9個を 1 グループとして 1受振点に設置した。レコ

ーディングのサンプリング間隔は 2 msec で記録長は 3 sec（右左口測線）、2 sec（間門測線）

とした。反射法地震探査処理については通常の共通反射点重合法によった。  

成果:共通反射点重合法による解析によって，往復走時 1秒程度までの反射断面が得られた．右

左口測線では，主要部分では南に 35 度ほど傾斜した断層折れ曲がり褶曲を伴う断層形状を示す．

地表の活断層トレースは，上盤の北傾斜の構造と沖積層の交差部に推定されているが，反射断面

から認識できる断層トレースは，より北方（盆地側）の笛吹川沿いに位置する．曽根丘陵断層帯

は変動地形学的に，平行する複数の断層から構成されているが，全体のシステムは単純であり，

最も前方（盆地側）の断層によって主要な累積変位がまかなわれている．間門測線では，地表の

断層トレースの下盤側にも褶曲が見られ，曽根丘陵断層帯の地表トレースの盆地側（低下側）に

伏在する断層の活動示唆している．山梨県（2004）はバイブロサイスによる反射法地震探査を実

施したが，道路の制約から活断層の地表トレースの近傍で測線が大きく折れ曲がっており，明瞭

な断層のイメージングが得られていない．直線性を保持した重合測線を再設定し，再解析を行っ

た．この結果，断層近傍のイメージングは向上し，断層帯を隔てた垂直変位はほぼ 2km であるこ

とが明らかになった．大都市圏地殻構造探査・小田原-山梨測線でのダイナマイトによって得ら

れていた反射層の分布は，曽根丘陵断層帯の上盤にあたる御坂山地下では，10~15km の深度で

南傾斜の反射層が得られており，曽根丘陵断層帯の深部延長に相当する可能性が高い． 


